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【トピックス１】・・・工事に着手しました！

『口上林川まつり』の会場である上林川（綾部市十倉向町）において、地域主導
型整備工事に着手しました。

引き続き、口上林地区自治会連合会、綾部市との連携、協働を図り、河川公園の
整備を通して、様々な府民協働・参画を進めていきます。

◆工事概要

・工事名 上林川地域主導型整備工事

・工事場所 綾部市十倉向町地内

・工事期間 平成24年12月～平成25年5月末（予定）
①階段護岸工
②テラス舗装工
③石張護岸工
④堤防舗装工
⑤付帯施設工

①階段護岸工

②テラス舗装工

今回工事

次年度工事

④堤防舗装工

⑤付帯施設工(ベンチ、テーブル、あずまや等)
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③石張護岸工

①階段護岸工

②テラス舗装工

③石張護岸工

⑤付帯施設工

④堤防舗装工

←上林川



お問合せ先
京都府中丹東土木事務所 河川砂防室

電話 0773-42-8784
URL http://www.pref.kyoto.jp/chutan/doboku/higasi_kasen_sabo.html

【トピックス２】・・・河川公園名が決定しました！～上林清流の里公園～

口上林地区自治会連合会により募集されていた河川公園名が『上林清流の里
公園』（提案者：温井嘉明さん、忠町）に決定しました。「上林川の清流を維
持し、川を中心とするイベントの催しがいつまでも続くように、多くの人のふ
れあいと絆となるように」との思いで付けられました。

◆府内産木材の活用について

京都府では府内産の間伐材を積極的に活用する取り組みを行っており、当河
川公園においてもできる限り府内産の木材を活用した看板やベンチ等を取り入
れる計画をしています。

これらの付帯施設については次年度工事内での施工になりますが、その際に
は地元の方々と協同で制作ができないか検討しており、口上林地区自治会連合
会と連携しながら事業を進めていきたいと思います。

府内産木材の活用例（案内看板） 府内産木材の活用例（ベンチ）
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拡大

自然石

コンクリート

◆階段護岸工について
今回工事の階段護岸工は景観や今後の補修の
やり易さ等を考慮し、自然石を用いた構造とし
ています。右の写真が実際に使用する石です。
大きさはたて２８ｃｍよこ４０ｃｍ奥行３５ｃｍ
で重さは約３５ｋｇになります。この石を今回の
工事では約４０００個使用します。


